
　

～ 根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設について）　だより　～

   4．第１回協議会の開催について

   1．根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設について） とは

   2．根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設について） の構成

   3．検討していく内容

担当：仙台市 泉区 建設部 道路課 道路建設係
電話：０２２－３７２－３１１１ 内線６４４１または６４４３

根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設について）は、平成２７年９月関東・東北豪雨により被災した国道４５７号
馬橋について、地域のコミュニティや通勤通学など生活に不可欠な施設であることから、規格構造、前後の道路
を含めたルート等の検討にあたり、根白石地区のまちづくりに係る様々な観点からの意見交換等を行いながら合意
形成を図り、地域に密着した施設として整備を進めるため、まちづくりの専門家である『まちづくりアドバイザー』のサ
ポートを受けながら検討を行う組織です。

※この資料はホームページにも掲載しています。
泉区ホームページ → 公園・道路・街並み → 道路 → お知らせ

→ 根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設について）

協議会開催スケジュール

・地域コミュニティの活性化について
・世代間交流について
・地域文化、教育の振興について
・交通安全（公共施設（道路））について
・地域防災力の向上について
・新馬橋の架け替え、道路のルート等について

上記のほか、協議の進捗に合せて適宜内容を

検討する。

・去る平成２８年６月２２日に根白石市民センターにて、第１回根白石まちづくり協議会（新馬橋の建設につい
て）を開催しました。

◎発言要旨

・協議会に参加している方以外の方、女性や若い人の意見を計画に反映させるためにアンケート調査を
実施することを提案する。

・まちづくり等も重要だが、喫緊の課題である新馬橋の建設に特化した議論を進めるべきである。

・協議会で検討していくうえで、様々な要望が挙げられると思うが、その場合の実現可能性はどうか。

・実現する可能性を高めるためには、地域が課題を考え、どうすべきかを計画として提示し、そこにしっかり
とした理屈を通し、なぜその計画が必要なのかを明確にする必要がある。

・実現するかどうかは別として、様々な意見を出すべき。アンケート調査
も実施する。自分たちは本当に根白石について分かっているかどうか？
現実を見つめる機会があってもよい。

・平成３０年に新馬橋の設計を始めることになっているため、それまでに
今の場所なのか、別の場所にかけるのかを話し合う。
どうすれば根白石が活性化するかも探るべきである。

・我々の願いを青写真に当てはめたい。根白石だけではなく実沢や他の地域の問題でもある。町並みが
戻りもっと活性化していくためには検討する良い機会である。

・橋がぼろぼろに壊れている状況を子供たちがどのように考えているか。将来にかかわる問題である。
新しい橋を作っている前向きな光景を子供たちに見てほしい。災いでなく幸いにしたい。

協議会開催風景

【会長】 泉西部地区連合町内会会長
【座長】 根白石商店会会長
【委員】 福岡親交町内会会長，朴沢区民会会長，西田中町内会会長，小角区民会会長，実沢区民会会長

上ノ宿町内会長，川向町内会長，上町町内会長，中町町内会長，下町町内会長
年川、上田町内会長，判在家町内会長，花輪町内会長，堂所町内会長
みやぎ仙台商工会西部支部副支部長，根白石小学校長，根白石中学校長

【顧問】 庄司俊充議員
【まちづくりアドバイザー】 八千代エンジニヤリング株式会社 外山氏，馬場氏
【事務局】 泉区まちづくり推進課，泉区道路課，建設局道路計画課

平成２８年７月
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